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ひ
と
づ
く
り
・
交
流
拠
点
複

合
施
設「
ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た
」

は
、令
和
３
年
１
月
か
ら
本
格
的

な
工
事
に
着
手
し
、令
和
４
年
３

月
に
建
物
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
前
の
３
月
26
日

（
土
）、27
日（
日
）に
は
内
覧
会
を

開
催
し
、市
民
な
ど
約
２
０
０
名

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
オ
ー
プ
ン
日
と
な
る

４
月
３
日（
日
）、ア
イ
デ
ミ
き
た

か
た
内
の
子
ど
も
遊
び
場「
め
ご

ぷ
ら
ざ
」に
て
落
成
式
を
開
催

し
、市
長
の
式
辞
、議
長
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、施
設
愛
称
な
ど
の

表
彰
式
、関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。式
典

の
結
び
に
は
、市
内
の
元
気
な
子

ど
も
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
体
操
が

披
露
さ
れ
て
、華
や
か
な
式
典
に

な
り
ま
し
た
。

　
午
後
１
時
の「
め
ご
ぷ
ら
ざ
」

オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
て
、子
ど
も

た
ち
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

で
く
す
玉
を
割
り
ま
し
た
。遊
び

場
が
開
放
さ
れ
る
と
、事
前
予
約

で
入
場
し
た
子
ど
も
が
、迫
力
満

点
の
ネ
ッ
ト
遊
具
や
大
型
エ
ア

遊
具
な
ど
で
お
も
い
っ
き
り
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
親
子
で
来
場
く
だ
さ
い
。

　
ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た
は
、市
民

だ
け
で
な
く
、観
光
で
訪
れ
た
方

な
ど
、多
く
の
方
の
交
流
拠
点
と

し
て
、多
様
な
交
流
と
賑
わ
い
の

創
出
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
複

合
施
設
で
す
。

　
館
内
に
は
、中
心
施
設
と
な
る

３
階
層
吹
抜
け
構
造
の
屋
内
子

ど
も
遊
び
場「
め
ご
ぷ
ら
ざ
」や
、

２
つ
の
子
育
て
支
援
施
設
が
あ

り
ま
す
。安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
・
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
、市
の
子
育

て
支
援
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施

設
で
す
。

　
ま
た
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域
医
療

を
支
え
る
看
護
・
介
護
人
材
の

養
成
施
設
を
有
し
、人
材
の
確

保
・
養
成
、地
域
医
療
・
地
域
包

括
ケ
ア
の
推
進
を
図
る
た
め
の

拠
点
と
な
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ま
で

ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た

と
は
？

ひとづくり・交流拠点複合施設ひとづくり・交流拠点複合施設
アイデミきたかた

4月3日オープンしました！4月3日オープンしました！
アイデミきたかたアイデミきたかた施設紹介

※３階は主に施設管理用事務室として使用

きたかた子育てサポート・センター
無料の子どもの遊び場を提供する
子どもステーション事業を行います。
対象  どなたでも（主に乳幼児）

※この他、ファミリーサポート事業や
　ホームスタート事業もあります。

子どもの居場所「れんが・にじ」
子どもが安心して過ごせる

居心地の良い場所を提供します。
対象  市内の方のみ

（主に小学生以下の子ども）
※利用する場合は事前に登録が必要です。

ロビー・エントランスホール
交流スペース

交流・休憩・飲食スペースで
どなたでも利用できます。

テーブルやソファ、冷水器を設置しており
フリーWi-Fiも完備しています。

屋内子ども遊び場「めごぷらざ」
全天候型の屋内子ども遊び場です。
東北地方最大級のネット遊具をはじめ

チューブ型すべり台やクライミングウォールなど
子どもの健康と想像力を養う

”わくわく”する遊具を設置しています。
対象  小学生以下の子どもと保護者

喜多方准看護高等専修学校
准看護師に必要な専門的知識や技術を身につけ
地域社会に貢献できる人材を育成します。
履修期間は２年間、定員は１学年２０名です。

喜多方医師会が運営しています。

介護人材養成室
市主催の各種研修会や会議などを行います。

主な内容
●介護職員就労・定着化に関する事業
●包括ケアや介護予防に関する事業　

アイデミきたかた施設情報
住　　所 ： 〒966－0069　喜多方市字稲清水2333番地1
利用時間 ： ８時30分～ 17時15分
休 館 日 ： 毎月第2・4火曜日（その日が祝日の場合は最も近い平日）、12/29 ～ 1/3
電　　話 ： 0241－24－5295
メ ー ル： aidemi-kitakata@city.kitakata.fukushima.jp

公式ウェブサイト

アイデミ
きたかた

めごぷらざ
施設案内
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が使われます （令和４年２月１日現在の現住人口４万3,957人で算出）

「一般会計」の予算は263億690万円

特別会計予算
（単位：万円）

予
算
の
概
要

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
最
優
先
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
喜
多
方
市
総
合
計
画
き
た
か
た
活
力
推
進
プ

ラ
ン
」に
基
づ
き
、夢
と
希
望
が
持
て
る「
ふ
る
さ
と
喜
多
方
」「
わ
く
わ
く
す
る
喜
多

方
」
の
創
造
に
向
け
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の

所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
当
初
予
算
及
び
補
正
第
１
号

を
含
め
、２
６
３
億
６
９
０
万
円
で
、令
和
３
年
度
予
算
と
比
較
し
て
５
億
９
４
１
０

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

令和４年度 予算の概要　～  「産業を育み、人を育み、地域を育む　温もりあるまち　喜多方」  の実現に向けて～ 令和４年度

区　分 予算額
国民健康保険事業
特別会計 53億2,788

後期高齢者医療事
業特別会計 6億1,006

介護保険事業特別
会計 57億7,998

公有林整備事業特
別会計 477

工業団地造成事業
特別会計 4億7

都市計画事業塩川
駅西土地区画整理
事業特別会計

728

駒形財産区特別会
計 1,325

一ノ木財産区特別
会計 3,689

早稲谷財産区特別
会計 1,414

歳
入
市
民
税
に
お
い
て
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
今
般
の
経
済

情
勢
や
雇
用
の
状
況
を
踏
ま
え
、個
人
市

民
税
は
微
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、法

人
市
民
税
は
、減
収
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
、地
価
の
下

落
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、新
た
な

店
舗
や
住
宅
の
建
設
な
ど
や
令
和
３
年
度

に
評
価
替
え
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、令
和

４
年
度
は
全
体
的
に
増
収
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
各
交
付
金
に
お
い
て
は
、法
人
事
業
税

交
付
金
及
び
地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ
い

て
交
付
実
績
お
よ
び
国
、県
の
交
付
見
込

み
を
勘
案
す
る
と
全
体
と
し
て
増
額
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　
地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、国
の
地
方

財
政
計
画
な
ど
の
動
向
や
、令
和
３
年
度

算
定
結
果
お
よ
び
交
付
実
績
を
勘
案
し
微

増
と
な
る
見
込
み
で
す
。
特
別
交
付
税
に

つ
い
て
も
、各
種
特
殊
需
要
に
よ
り
算
定

し
、全
体
的
に
微
増
を
見
込
み
、地
方
交
付

税
全
体
と
し
て
微
増
と
な
る
見
込
み
で

す
。　

　
国
庫
支
出
金
に
お
い
て
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
費
負
担
金
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
強
化
交
付
金
は
皆
増
と
な
る
も
の

の
、保
育
施
設
の
整
備
に
係
る
保
育
所
等

整
備
交
付
金
や
道
路
改
良
整
備
な
ど
に
係

る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
は
減
額
と

な
る
こ
と
か
ら
、全
体
的
に
微
減
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
市
債
は
、ひ
と
づ
く
り
・
交
流
拠
点
複

合
施
設
第
一
期
工
事
の
完
了
に
伴
う
合
併

特
例
債
の
減
額
に
よ
り
、全
体
的
に
減
額

と
な
る
見
込
み
で
す
。

歳
出
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
必
要
性
、緊
急
性
、優
先
度

等
を
再
点
検
す
る
と
と
も
に
、事
業
の
終

期
な
ど
を
考
慮
し
、財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
観
点
か
ら
、事
業
の
重
点
化
・
選
別
化

を
念
頭
に
予
算
の
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、当
初

予
算
に
お
い
て
、主
に
義
務
的
経
費
、経
常

的
経
費
お
よ
び
継
続
的
経
費
を
中
心
に
編

成
し
、補
正
第
１
号
に
お
い
て
「
産
業
を

育
み
、人
を
育
み
地
域
を
育
む
温
も
り
の

あ
る
ま
ち
喜
多
方
」
の
実
現
を
加
速
さ

せ
る
た
め
の
重
点
施
策
を
中
心
に
、政
策

的
な
具
体
的
事
業
に
係
る
経
費
を
計
上
し

ま
し
た
。

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
う
大
き

な
課
題
に
対
し
、将
来
に
わ
た
り
活
力
あ

る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
維
持
を
図
る

た
め
、第
２
期
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
ら

れ
た
各
事
業
お
よ
び
施
策
の
柱
に
基
づ
き

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、「
夢
と
希
望
が
持
て

る
ふ
る
さ
と
喜
多
方
」「
わ
く
わ
く
す
る
喜

多
方
」
の
創
造
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
推
進
す
る
「
わ
く
わ
く
喜
多
方
推

進
事
業
」に
係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
政
調
整
基
金
、減
債
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
計
上
し
、収
支
の
調
整
を
図

り
ま
し
た
。

　
主
な
建
設
事
業
と
し
て
、災
害
情
報
連

携
シ
ス
テ
ム
再
構
築
事
業
、豊
川
・
慶
徳

線
道
路
整
備
事
業
、坂
井
・
四
ツ
谷
線
街

路
整
備
事
業
、石
田
坂
・
藤
沢
線（
大
沢
口

橋
）整
備
事
業
な
ど
所
要
事
業
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、感
染
予
防
品
等
の
購
入
や
消
毒
業

務
委
託
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
な
ど
の
感
染
防

止
に
関
す
る
事
業
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
特
別
資
金
利
子
補
給
事
業
な
ど
経

済
対
策
に
関
す
る
事
業
お
よ
び
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
事
業
な
ど
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
時
代
・
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
す

る
事
業
に
所
要
事
業
費
を
計
上
し
ま
し

た
。

問
財
政
課
財
政
班
☎（
24
）５
２
１
３

一
般
会
計
予
算
の
概
要

予
算
編
成
の
要
点
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分担金及び負担金
1億399万円（0.4%）

使用料及び手数料
2億5,318万円（1.0%）

財産収入など
1億3,003万円（0.5%）

繰入金
19億5,210万円（7.4%）

繰越金　
1億5,000万円（0.6%）

諸収入　
4億298万円（1.5%）

地方譲与税など
15億8,217万円（6.0%）

国庫支出金
28億6,946万円（10.9%）

県支出金
19億7,708万円（7.5%）

市債
19億8,337万円（7.6%）

市税
48億4,324万円
（18.4%）

自主財源
（29.8%）

依存財源
（70.2%）

地方交付税
100億5,930万円
（38.2%）
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皆さんの暮らしに身近な
市民一人当たり59万8,469円

水道事業会計予算

下水道事業会計予算

●収益的収入および支出〔損益勘定〕（単位：万円）

●収益的収入および支出〔損益勘定〕（単位：万円）

●資本的収入および支出〔資本勘定〕（単位：万円）

●資本的収入および支出〔資本勘定〕（単位：万円）

※財源不足額５億5,764万円は、当年度分消費税および地方
消費税資本的収支調整額などで補てんします。
 ●業務の予定量
   ・給水件数                           17,300 件
   ・年間総配水量　　     4,923,890 ㎥
   ・１日平均配水量　　      13,490 ㎥

《収入》

《収入》

《収入》

《収入》

《支出》

《支出》

《支出》

《支出》

令和４年度 予算の概要　～  「産業を育み、人を育み、地域を育む　温もりあるまち　喜多方」  の実現に向けて～

歳
入
市
民
税
に
お
い
て
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
今
般
の
経
済

情
勢
や
雇
用
の
状
況
を
踏
ま
え
、個
人
市

民
税
は
微
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、法

人
市
民
税
は
、減
収
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
、地
価
の
下

落
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、新
た
な

店
舗
や
住
宅
の
建
設
な
ど
や
令
和
３
年
度

に
評
価
替
え
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、令
和

４
年
度
は
全
体
的
に
増
収
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
各
交
付
金
に
お
い
て
は
、法
人
事
業
税

交
付
金
及
び
地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ
い

て
交
付
実
績
お
よ
び
国
、県
の
交
付
見
込

み
を
勘
案
す
る
と
全
体
と
し
て
増
額
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　
地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、国
の
地
方

財
政
計
画
な
ど
の
動
向
や
、令
和
３
年
度

算
定
結
果
お
よ
び
交
付
実
績
を
勘
案
し
微

増
と
な
る
見
込
み
で
す
。
特
別
交
付
税
に

つ
い
て
も
、各
種
特
殊
需
要
に
よ
り
算
定

し
、全
体
的
に
微
増
を
見
込
み
、地
方
交
付

税
全
体
と
し
て
微
増
と
な
る
見
込
み
で

す
。　

　
国
庫
支
出
金
に
お
い
て
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
費
負
担
金
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
強
化
交
付
金
は
皆
増
と
な
る
も
の

の
、保
育
施
設
の
整
備
に
係
る
保
育
所
等

整
備
交
付
金
や
道
路
改
良
整
備
な
ど
に
係

る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
は
減
額
と

な
る
こ
と
か
ら
、全
体
的
に
微
減
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
市
債
は
、ひ
と
づ
く
り
・
交
流
拠
点
複

合
施
設
第
一
期
工
事
の
完
了
に
伴
う
合
併

特
例
債
の
減
額
に
よ
り
、全
体
的
に
減
額

と
な
る
見
込
み
で
す
。

歳
出
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
必
要
性
、緊
急
性
、優
先
度

等
を
再
点
検
す
る
と
と
も
に
、事
業
の
終

期
な
ど
を
考
慮
し
、財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
観
点
か
ら
、事
業
の
重
点
化
・
選
別
化

を
念
頭
に
予
算
の
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、当
初

予
算
に
お
い
て
、主
に
義
務
的
経
費
、経
常

的
経
費
お
よ
び
継
続
的
経
費
を
中
心
に
編

成
し
、補
正
第
１
号
に
お
い
て
「
産
業
を

育
み
、人
を
育
み
地
域
を
育
む
温
も
り
の

あ
る
ま
ち
喜
多
方
」
の
実
現
を
加
速
さ

せ
る
た
め
の
重
点
施
策
を
中
心
に
、政
策

的
な
具
体
的
事
業
に
係
る
経
費
を
計
上
し

ま
し
た
。

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
う
大
き

な
課
題
に
対
し
、将
来
に
わ
た
り
活
力
あ

る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
維
持
を
図
る

た
め
、第
２
期
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
ら

れ
た
各
事
業
お
よ
び
施
策
の
柱
に
基
づ
き

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、「
夢
と
希
望
が
持
て

る
ふ
る
さ
と
喜
多
方
」「
わ
く
わ
く
す
る
喜

多
方
」
の
創
造
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
推
進
す
る
「
わ
く
わ
く
喜
多
方
推

進
事
業
」に
係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、財
政
調
整
基
金
、減
債
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
計
上
し
、収
支
の
調
整
を
図

り
ま
し
た
。

　
主
な
建
設
事
業
と
し
て
、災
害
情
報
連

携
シ
ス
テ
ム
再
構
築
事
業
、豊
川
・
慶
徳

線
道
路
整
備
事
業
、坂
井
・
四
ツ
谷
線
街

路
整
備
事
業
、石
田
坂
・
藤
沢
線（
大
沢
口

橋
）整
備
事
業
な
ど
所
要
事
業
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、感
染
予
防
品
等
の
購
入
や
消
毒
業

務
委
託
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
な
ど
の
感
染
防

止
に
関
す
る
事
業
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
特
別
資
金
利
子
補
給
事
業
な
ど
経

済
対
策
に
関
す
る
事
業
お
よ
び
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
事
業
な
ど
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
時
代
・
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
す

る
事
業
に
所
要
事
業
費
を
計
上
し
ま
し

た
。

問
財
政
課
財
政
班
☎（
24
）５
２
１
３

一
般
会
計
予
算
の
概
要

予
算
編
成
の
要
点

区　分 予算額
営 業 収 益 10億187
営業外収益 １億9,527
特 別 利 益 1

計 11億9,715

区　分 予算額
営 業 収 益 ２億9,128
営業外収益 ９億4,597
特 別 利 益 １

計 12億3,726

区　分 予算額
出 資 金 7,840
補 助 金 5,200
負 担 金 3,800

計 １億6,840

区　分 予算額
企 業 債 ３億4,260
出 資 金 ３億3,409
補 助 金 ２億228
負担金及び
分 担 金 1,817

計 ８億9,714

区　分 予算額
営 業 費 用 11億509
営 業 外 費 用 4,324
特 別 損 失 220
予 備 費 100

計 11億5,153

区　分 予算額
営 業 費 用 10億8,856
営 業 外 費 用 １億1,236
特 別 損 失 50
予 備 費 10

計 12億152

区　分 予算額
建 設 改 良 費 ５億7,946
固定資産購入費 224
企業債償還金 １億4,134
予 備 費 300

計 ７億2,604

区　分 予算額
建 設 改 良 費 ６億153
企業債償還金 ６億3,430
予 備 費 10

計 12億3,593

※財源不足額３億3,879万円は、当年度分消費税および地方
　消費税資本的収支調整額などで補てんします。
  ●業務の予定量
   ・接続件数                                 6,850 件
   ・年間総処理水量　　　1,596,974 ㎥
   ・１日平均処理水量                4,375 ㎥
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議会費
2億4,706万円（0.9%）

総務費
35億9,724万円（13.7%）

衛生費
29億760万円（11.1%）労働費

2,393万円（0.1%）

農林水産業費
13億1,459万円（5.0%）

商工費
11億2,344万円（4.3%）

土木費
32億3,375万円（12.3%）
消防費

10億6,855万円（4.1%）

教育費
25億9,794万円（9.9%） 公債費

23億8,256万円（9.1%） 予備費
1億円（0.2%）

民生費
77億1,024万円（29.3%）



広報きたかた　2022. ４　⑥広報きたかた　2022. ４　⑦
☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

令和４年度新たに行う
事業

喜多方市総合戦略に基づき
実施する事業

わくわく喜多方推進事業として
重点的に実施する事業

（激甚化する自然災害に対する備えの充実、再生可能エ
ネルギー先駆けの地を目指す、市民ニーズへの対応、デ
ジタルコミュニティの創造と民間との連携など）

（激甚化する自然災害に対する備えの充実、再生可能エ
ネルギー先駆けの地を目指す、市民ニーズへの対応、デ
ジタルコミュニティの創造と民間との連携など）

３３重点施策 地域を育む地域を育む 

その他その他

新

新

新

新

新

市民サポーティング事業 2,442万円

令和４年度 主な事業と予算

最優先施策 新型コロナウイルス対策新型コロナウイルス対策

（少子高齢化による人口減少対策、子育て・教育への支援、
行きとどいた福祉の街、文化芸術創造都市構想の推進など）

人を育む 人を育む （少子高齢化による人口減少対策、子育て・教育への支援、
行きとどいた福祉の街、文化芸術創造都市構想の推進など）

２２重点施策

重点施策 産業を育む （疲弊した社会と経済の再創造）１ 産業を育む （疲弊した社会と経済の再創造）１

▲ 運行しているスクールバス

▲ 喜多方将棋まつりの様子

▲ 押切川公園体育館の
太陽光発電設備   

▲ 公用車の電気自動車と
充電設備

▲ 豊川・慶徳線建設工事の様子

戦 略戦 略わくわくわくわく

介護職員養成・就労定着化事業（介護パワーアップ事業） 617万円 戦 略戦 略

小・中学校給食費負担軽減事業 8,174万円 わくわくわくわく

文化と芸術のかおり高いまちづくり推進事業（将棋普及事業） 791万円 わくわくわくわく

スクールバス更新事業 898万円 わくわくわくわく

健康と生活習慣についてのアンケート調査 956万円 わくわくわくわく

屋内子ども遊び場「めごぷらざ」運営事業 3,400万円 わくわくわくわく
子どもたちの運動を通した健全な発育と親子の交流を深めるため、「めごぷらざ」で魅
力あるイベントの開催や安全・安心で快適な遊び場を提供

市民12,000人を対象に、健康と生活習慣についてのアンケート調査により、第三次健康
きたかた21計画の実績評価を実施

豊川・慶徳線道路整備事業 5億1,959万円 わくわくわくわく
地域間の交通機能向上と市内交通ネットワークの充実を図るため、外環状道路に位置
付けられている路線を整備

サテライトオフィス整備事業 2,340万円新
本市への移住・定住や地元企業との協業、地域課題解決、若者の雇用などに繋げるため、
ポストコロナ時代を見据えたサテライトオフィスを整備し企業を誘致

特定地域づくり事業推進補助金 900万円新
地域づくり人材を確保し、地域社会の維持および地域経済の活性化を図るため、首都圏
等市外からの人材等を雇用し市内中小企業等の組合員へ派遣を行う特定地域づくり事
業協同組合に対し補助金を交付

安全・安心な通学手段を確保するため、山都地区における老朽化したスクールバスを更新

全国規模の将棋普及の取り組みである「将棋の日」を本市で開催

子育て世代の経済的な負担軽減を図るため、学校給食費に要する経費を補助

慢性的に不足している介護職員の養成や就業の定着を図るため、官民一体となって継
続的に介護職員を養成し、介護事業所への就職・定着を支援

新 エネルギーの地産地消、自立分散型エネルギーシステム推進事業 304万円 わくわくわくわく
民間事業者と連携し、エネルギーの地産地消の推進と災害に強いまちづくりを同時に
実現させる自立分散型エネルギーシステムの構築を目指す

カーボンニュートラル実現を見据えた再エネ最大限導入のための計画策定事業 990万円新 わくわくわくわく
カーボンニュートラルを実現させるため、再生可能エネルギービジョンの抜本的な見直
しを行い、市内における再生可能エネルギーの最大限導入のための具体的な計画を策定

地球温暖化対策推進事業 607万円新 わくわくわくわく
カーボンニュートラルを実現させるため、市、事業者および市民が協働で二酸化炭素排
出量削減に取り組む実行計画を策定し、併せてEV車購入に対し補助金を交付

市民からの意見や要望などに関して、市民と行政が共に考え、市政への反映を図る取り組みとして、こども園の施設整備
や修繕、消防施設の修繕などの事業を実施

新 外国人観光客誘致ＰＲ事業 100万円 わくわくわくわく
アフターコロナのインバウンドの回復を見据え外国人観光客の誘致促進を図るため、
旅行博への出展や、ＰＲを実施

新 園芸産地競争力強化事業 2,974万円 戦 略戦 略
アスパラガス等の収益性の高い園芸作物の生産拡大を図るため、パイプハウス・潅水
設備の整備、アスパラガスの新植又は改植する場合の苗代に対して補助

新 Ｍ（めご）ポイントチャレンジ実践事業 418万円 わくわくわくわく
市内の「食育応援店」で利用できる「Ｍ（めご）ポイント」（屋内子ども遊び場「めごぷら
ざ」の利用回数に応じてポイントを付与）による市民の健康意識の醸成と市内の消費活
動の促進

喜多方綾金工業団地ＰＲ推進事業 491万円
雇用の創出と産業の振興を図るため、企業立地フェアへの出展や全国企業アンケートの
実施、企業訪問などにより喜多方綾金工業団地の全区画早期分譲を目指す

わくわくわくわく

新 医師・看護師確保事業支援補助金 360万円 わくわくわくわく
医師および看護師を確保するため、市内の医療機関に新たに勤務することになった場
合に家賃を補助支援

創業支援事業 521万円 戦 略戦 略
 新たな雇用の創出を図るため、創業支援セミナーの開催や、特定創業支援事業を修了
した方が創業する際の事務所・店舗の改装費・賃借料を補助し、創業希望者を支援

新 農業セーフティネット加入促進緊急対策事業 700万円
米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）や収入保険制度に加入しやすい環境
を整えるため、農業セーフティネットに新規加入する農業者を支援

新 有害鳥獣捕獲事業 654万円 わくわくわくわく
有害鳥獣による農作物被害の防止を図るため、カラス捕獲用の箱わなを導入するとと
もに、麻酔銃等導入に向け資格者の確保を目指す

新 きたかたで田舎体験やってみんべぇ事業 1,211万円
新型コロナウイルス感染拡大により激減した教育旅行の回復と宿泊業および店舗等の
地域経済の活性化のため、教育旅行を行う学校の児童・生徒および教職員に対する宿
泊助成および食事や買物等に利用できるクーポン券を発行し、本市への教育旅行の誘
致を推進し交流人口の増加を図る

小中学校修学旅行等感染症対策補助金 621万円
小中学校の修学旅行等における児童・生徒の送迎バスについて、密を回避するための増車に係る費用を補助

新型コロナウイルス感染症対策事業（小中学校） 950万円
市内小中学校における新型コロナウイルス感染防止対策のため、手指消毒用アルコールや手袋等を購入するとともに、
陽性者の接触者と判断された小中学生等に対しＰＣＲ検査を実施

新型コロナウイルス感染症対策事業 1,288万円
新型コロナウイルス感染症の予防・まん延防止のため、陽性者の接触者に対するＰＣＲ検査や、かかりつけ医（市内医
療機関）での発熱等患者の検査に係る初診料を支援 

新 保育施設実習生ＰＣＲ検査費用補助金 59万円
市内保育施設等で実習を行う学生等を対象に、ＰＣＲ検査費用の一部を補助

多世代同居住宅取得支援事業 1,440万円
世代間の支え合いによる子育て環境や高齢者の見守りの充実などを図り、持続ある地
域コミュニティの構築に資するため、多世代で同居するための住宅（新築、中古）を取得
する方に対しての補助

戦 略戦 略

▲ 電気柵を設置している様子

▲ 田植えの様子

▲ 綾金工業団地完成
イメージ図

▲ アイデミきたかた外観



広報きたかた　2022. ４　⑥広報きたかた　2022. ４　⑦
☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

令和４年度新たに行う
事業

喜多方市総合戦略に基づき
実施する事業

わくわく喜多方推進事業として
重点的に実施する事業

（激甚化する自然災害に対する備えの充実、再生可能エ
ネルギー先駆けの地を目指す、市民ニーズへの対応、デ
ジタルコミュニティの創造と民間との連携など）

（激甚化する自然災害に対する備えの充実、再生可能エ
ネルギー先駆けの地を目指す、市民ニーズへの対応、デ
ジタルコミュニティの創造と民間との連携など）

３３重点施策 地域を育む地域を育む 

その他その他

新

新

新

新

新

市民サポーティング事業 2,442万円

令和４年度 主な事業と予算

最優先施策 新型コロナウイルス対策新型コロナウイルス対策

（少子高齢化による人口減少対策、子育て・教育への支援、
行きとどいた福祉の街、文化芸術創造都市構想の推進など）

人を育む 人を育む （少子高齢化による人口減少対策、子育て・教育への支援、
行きとどいた福祉の街、文化芸術創造都市構想の推進など）

２２重点施策

重点施策 産業を育む （疲弊した社会と経済の再創造）１ 産業を育む （疲弊した社会と経済の再創造）１

▲ 運行しているスクールバス

▲ 喜多方将棋まつりの様子

▲ 押切川公園体育館の
太陽光発電設備   

▲ 公用車の電気自動車と
充電設備

▲ 豊川・慶徳線建設工事の様子

戦 略戦 略わくわくわくわく

介護職員養成・就労定着化事業（介護パワーアップ事業） 617万円 戦 略戦 略

小・中学校給食費負担軽減事業 8,174万円 わくわくわくわく

文化と芸術のかおり高いまちづくり推進事業（将棋普及事業） 791万円 わくわくわくわく

スクールバス更新事業 898万円 わくわくわくわく

健康と生活習慣についてのアンケート調査 956万円 わくわくわくわく

屋内子ども遊び場「めごぷらざ」運営事業 3,400万円 わくわくわくわく
子どもたちの運動を通した健全な発育と親子の交流を深めるため、「めごぷらざ」で魅
力あるイベントの開催や安全・安心で快適な遊び場を提供

市民12,000人を対象に、健康と生活習慣についてのアンケート調査により、第三次健康
きたかた21計画の実績評価を実施

豊川・慶徳線道路整備事業 5億1,959万円 わくわくわくわく
地域間の交通機能向上と市内交通ネットワークの充実を図るため、外環状道路に位置
付けられている路線を整備

サテライトオフィス整備事業 2,340万円新
本市への移住・定住や地元企業との協業、地域課題解決、若者の雇用などに繋げるため、
ポストコロナ時代を見据えたサテライトオフィスを整備し企業を誘致

特定地域づくり事業推進補助金 900万円新
地域づくり人材を確保し、地域社会の維持および地域経済の活性化を図るため、首都圏
等市外からの人材等を雇用し市内中小企業等の組合員へ派遣を行う特定地域づくり事
業協同組合に対し補助金を交付

安全・安心な通学手段を確保するため、山都地区における老朽化したスクールバスを更新

全国規模の将棋普及の取り組みである「将棋の日」を本市で開催

子育て世代の経済的な負担軽減を図るため、学校給食費に要する経費を補助

慢性的に不足している介護職員の養成や就業の定着を図るため、官民一体となって継
続的に介護職員を養成し、介護事業所への就職・定着を支援

新 エネルギーの地産地消、自立分散型エネルギーシステム推進事業 304万円 わくわくわくわく
民間事業者と連携し、エネルギーの地産地消の推進と災害に強いまちづくりを同時に
実現させる自立分散型エネルギーシステムの構築を目指す

カーボンニュートラル実現を見据えた再エネ最大限導入のための計画策定事業 990万円新 わくわくわくわく
カーボンニュートラルを実現させるため、再生可能エネルギービジョンの抜本的な見直
しを行い、市内における再生可能エネルギーの最大限導入のための具体的な計画を策定

地球温暖化対策推進事業 607万円新 わくわくわくわく
カーボンニュートラルを実現させるため、市、事業者および市民が協働で二酸化炭素排
出量削減に取り組む実行計画を策定し、併せてEV車購入に対し補助金を交付

市民からの意見や要望などに関して、市民と行政が共に考え、市政への反映を図る取り組みとして、こども園の施設整備
や修繕、消防施設の修繕などの事業を実施

新 外国人観光客誘致ＰＲ事業 100万円 わくわくわくわく
アフターコロナのインバウンドの回復を見据え外国人観光客の誘致促進を図るため、
旅行博への出展や、ＰＲを実施

新 園芸産地競争力強化事業 2,974万円 戦 略戦 略
アスパラガス等の収益性の高い園芸作物の生産拡大を図るため、パイプハウス・潅水
設備の整備、アスパラガスの新植又は改植する場合の苗代に対して補助

新 Ｍ（めご）ポイントチャレンジ実践事業 418万円 わくわくわくわく
市内の「食育応援店」で利用できる「Ｍ（めご）ポイント」（屋内子ども遊び場「めごぷら
ざ」の利用回数に応じてポイントを付与）による市民の健康意識の醸成と市内の消費活
動の促進

喜多方綾金工業団地ＰＲ推進事業 491万円
雇用の創出と産業の振興を図るため、企業立地フェアへの出展や全国企業アンケートの
実施、企業訪問などにより喜多方綾金工業団地の全区画早期分譲を目指す

わくわくわくわく

新 医師・看護師確保事業支援補助金 360万円 わくわくわくわく
医師および看護師を確保するため、市内の医療機関に新たに勤務することになった場
合に家賃を補助支援

創業支援事業 521万円 戦 略戦 略
 新たな雇用の創出を図るため、創業支援セミナーの開催や、特定創業支援事業を修了
した方が創業する際の事務所・店舗の改装費・賃借料を補助し、創業希望者を支援

新 農業セーフティネット加入促進緊急対策事業 700万円
米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）や収入保険制度に加入しやすい環境
を整えるため、農業セーフティネットに新規加入する農業者を支援

新 有害鳥獣捕獲事業 654万円 わくわくわくわく
有害鳥獣による農作物被害の防止を図るため、カラス捕獲用の箱わなを導入するとと
もに、麻酔銃等導入に向け資格者の確保を目指す

新 きたかたで田舎体験やってみんべぇ事業 1,211万円
新型コロナウイルス感染拡大により激減した教育旅行の回復と宿泊業および店舗等の
地域経済の活性化のため、教育旅行を行う学校の児童・生徒および教職員に対する宿
泊助成および食事や買物等に利用できるクーポン券を発行し、本市への教育旅行の誘
致を推進し交流人口の増加を図る

小中学校修学旅行等感染症対策補助金 621万円
小中学校の修学旅行等における児童・生徒の送迎バスについて、密を回避するための増車に係る費用を補助

新型コロナウイルス感染症対策事業（小中学校） 950万円
市内小中学校における新型コロナウイルス感染防止対策のため、手指消毒用アルコールや手袋等を購入するとともに、
陽性者の接触者と判断された小中学生等に対しＰＣＲ検査を実施

新型コロナウイルス感染症対策事業 1,288万円
新型コロナウイルス感染症の予防・まん延防止のため、陽性者の接触者に対するＰＣＲ検査や、かかりつけ医（市内医
療機関）での発熱等患者の検査に係る初診料を支援 

新 保育施設実習生ＰＣＲ検査費用補助金 59万円
市内保育施設等で実習を行う学生等を対象に、ＰＣＲ検査費用の一部を補助

多世代同居住宅取得支援事業 1,440万円
世代間の支え合いによる子育て環境や高齢者の見守りの充実などを図り、持続ある地
域コミュニティの構築に資するため、多世代で同居するための住宅（新築、中古）を取得
する方に対しての補助

戦 略戦 略

▲ 電気柵を設置している様子

▲ 田植えの様子

▲ 綾金工業団地完成
イメージ図

▲ アイデミきたかた外観
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　マイナンバーカードは、氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバー（個人番号）が記載さ
れた、顔写真付きのＩＣカードです。公的な身分証明書として利用できるほか、マイナン
バーカードに格納される電子証明書により、e-Taxなどの電子申請や住民票の写しなど
コンビニ交付サービスにも利用できます。

写真：きたかた鳥獣対策研究会

問

マイナンバーカードをお持ちですか？

マイナンバーカードはこんなに便利
・顔写真付きの本人確認書類
・オンラインで確定申告（e-Tax）
・新型コロナワクチン接種証明書の電子交付

・コンビニ交付で住民票の写しなどの取得
・健康保険証（別途手続きが必要です）
・将来的には運転免許証との一体化も予定

現在、マイナポイント事業 第２弾を実施中です。

・郵送による申請 ・パソコン・スマートフォンによる申請  ・証明用写真機からの申請
・市役所窓口での申請　「申請用の顔写真撮影サービス(無料)」や申請書の作成をお手伝いします。

次のいずれかで申請できます。（カードができるまで１ヶ月程かかります）

通知カードと本人確認書類（免許証等）を持参してください。

マイナンバーカードの申請方法

コンビニ交付 次の各種証明書を全国のコンビニエンスストアで取得できます。
・住民票の写し
・戸籍証明書（全部事項・個人事項）

・住民票記載事項証明書
・戸籍の附票の写し

・印鑑登録証明書
・所得・課税・扶養証明書

健康保険証利用 カードリーダーが設置された医療機関や薬局において、健康保険証として利用できます。
保険証利用によるメリット
　・特定健診情報や今までに使った薬剤情報が医師等と共有できます。
　・マイナポータルで自身の特定健診情報や薬剤情報・医療費通知情報が閲覧できます。
　・マイナポータルを通じた医療費通知情報の自動入力で、確定申告の医療費控除が簡単にできます。
　・限度額適用認定証がなくても高額療養費制度における限度額を超える支払が免除されます。
　・就職・転職・引越をしても健康保険証としてずっと使えます。
保険証利用の申込方法
　・顔認証付きカードリーダーが設置された医療機関・薬局での申込 　・セブン銀行のATMでの申込
　・パソコン・スマートフォンによる申込 ・市役所での申込

マイナポイント事業 第２弾 マイナンバーカードをお持ちの方、または令和４年９月末までにカード申請の方
内　　容　・マイナンバーカードを使ってマイナポイントの申し込みを行うと、キャッシュレス決済サービ
　　　　　   スの決済やチャージの金額に応じ、25％（最大で5,000円分まで）相当のポイントを付与します。
 　　（なお、既に第１弾でポイントの付与を受けた方は対象外です）
　　　　　・健康保険証の利用申込みを行った方に7,500円相当のポイントを付与予定です。
　　　　　・公金受取口座の登録を行った方に7,500円相当のポイントを付与予定です。
申込期限　令和５年２月末まで
申込方法　・パソコン・スマートフォンによる申込　　・市役所での申込　　・各携帯電話ショップ
　　　　　・郵便局　　・セブン銀行ATM　　・ローソンマルチコピー機

市役所での申込 マイナポイントや保険証利用の申し込みについて、市役所でお手伝いします。
本庁　情報政策課（保健センター３階）および各総合支所住民課

・マイナンバーカードの交付申請・コンビニ交付について
・マイナンバーカードの保険証利用について
・マイナポイントについて

市民課市民窓口班　　　☎（24）5226
保健課国保医療係　　　☎（24）5224
情報政策課情報統計係　☎（24）5210

　犬の飼い主は、狂犬病予防法により、生後91日以上の犬に対して、生涯１回の犬の登録と毎年１回の狂犬
病予防注射を受けさせる義務があります。

《日　程》  狂犬病予防注射、登録の手続きはいずれの会場でも受けることができます。

《 留意事項 》
　犬の健康状態が良くないときや日時の都合がつかないときには、獣医師(動物病院など)で診察と注射を受
けてください。
⇒注射を受けたときは獣医師より ｢狂犬病予防注射済証明書｣ の交付を受けて下記事務担当に提出し、狂犬
病予防注射済票(手数料550円)の交付を受けてください。
　犬の死亡、転出、所有者変更の場合は事務担当まで連絡してください。
《　料　金　》 ※料金は、釣銭のないようご協力お願いします。
狂犬病予防注射料金2,700円+狂犬病予防注射済票交付手数料550円＝計3,250円
畜犬登録手数料3,000円（※未登録の場合のみ）

問  市民生活課 有害鳥獣対策室 ☎（24）5261または各総合支所住民課

令和４年度　　　

地区 日にち 時間 場所

塩　
川

4月26日
（火）

午前9時
～9時30分 堂島地区公民館前

午前10時
～10時30分 姥堂地区公民館前

午前11時
～11時30分 駒形地区公民館前

午後1時
～1時45分 塩川総合支所前

山　
都

4月27日
（水）

午前9時
～9時20分 堰沢会館前

午前9時40分
～10時 舟引会館前

午前10時20分
～10時40分 相川会館前

午前11時
～11時20分 一ノ木会館前

午後1時20分
～1時40分 上林会館前

午後2時
～2時30分

山都保健センター
前

高　
郷

4月27日
（水）

午後2時50分
～3時10分

旧福島商店前
（大谷） 

午後3時30分
～3時50分 高郷公民館前

午後4時10分
～4時40分 高郷総合支所前

地区 日にち 時間 場所

喜　
多　
方

4月25日
（月）

午前10時
～10時30分 上三宮遊樹館前

午前11時
～11時３0分

慶徳ふれあい館
前

午後1時
～1時30分 松山公民館前

午後1時50分
～2時20分

桜ガ丘福祉会館
前

午後2時40分
～3時10分

旧喜多方市教育
委員会車庫前

26日（火）
午後2時10分

～2時40分 豊川公民館前

午後3時～4時 押切川公園体育館
駐車場

28日（木）

午前9時
～9時40分 熊倉公民館前

午前10時
～10時40分 関柴公民館前

午前11時
～11時40分 岩月交遊館前

熱　
塩　
加　
納

4月25日
（月）

午前9時
～9時30分

熱塩加納総合支所
除雪センター前

28日（木） 午後1時20分
～2時
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　マイナンバーカードは、氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバー（個人番号）が記載さ
れた、顔写真付きのＩＣカードです。公的な身分証明書として利用できるほか、マイナン
バーカードに格納される電子証明書により、e-Taxなどの電子申請や住民票の写しなど
コンビニ交付サービスにも利用できます。

写真：きたかた鳥獣対策研究会

問

マイナンバーカードをお持ちですか？

マイナンバーカードはこんなに便利
・顔写真付きの本人確認書類
・オンラインで確定申告（e-Tax）
・新型コロナワクチン接種証明書の電子交付

・コンビニ交付で住民票の写しなどの取得
・健康保険証（別途手続きが必要です）
・将来的には運転免許証との一体化も予定

現在、マイナポイント事業 第２弾を実施中です。

・郵送による申請 ・パソコン・スマートフォンによる申請  ・証明用写真機からの申請
・市役所窓口での申請　「申請用の顔写真撮影サービス(無料)」や申請書の作成をお手伝いします。

次のいずれかで申請できます。（カードができるまで１ヶ月程かかります）

通知カードと本人確認書類（免許証等）を持参してください。

マイナンバーカードの申請方法

コンビニ交付 次の各種証明書を全国のコンビニエンスストアで取得できます。
・住民票の写し
・戸籍証明書（全部事項・個人事項）

・住民票記載事項証明書
・戸籍の附票の写し

・印鑑登録証明書
・所得・課税・扶養証明書

健康保険証利用 カードリーダーが設置された医療機関や薬局において、健康保険証として利用できます。
保険証利用によるメリット
　・特定健診情報や今までに使った薬剤情報が医師等と共有できます。
　・マイナポータルで自身の特定健診情報や薬剤情報・医療費通知情報が閲覧できます。
　・マイナポータルを通じた医療費通知情報の自動入力で、確定申告の医療費控除が簡単にできます。
　・限度額適用認定証がなくても高額療養費制度における限度額を超える支払が免除されます。
　・就職・転職・引越をしても健康保険証としてずっと使えます。
保険証利用の申込方法
　・顔認証付きカードリーダーが設置された医療機関・薬局での申込 　・セブン銀行のATMでの申込
　・パソコン・スマートフォンによる申込 ・市役所での申込

マイナポイント事業 第２弾 マイナンバーカードをお持ちの方、または令和４年９月末までにカード申請の方
内　　容　・マイナンバーカードを使ってマイナポイントの申し込みを行うと、キャッシュレス決済サービ
　　　　　   スの決済やチャージの金額に応じ、25％（最大で5,000円分まで）相当のポイントを付与します。
 　　（なお、既に第１弾でポイントの付与を受けた方は対象外です）
　　　　　・健康保険証の利用申込みを行った方に7,500円相当のポイントを付与予定です。
　　　　　・公金受取口座の登録を行った方に7,500円相当のポイントを付与予定です。
申込期限　令和５年２月末まで
申込方法　・パソコン・スマートフォンによる申込　　・市役所での申込　　・各携帯電話ショップ
　　　　　・郵便局　　・セブン銀行ATM　　・ローソンマルチコピー機

市役所での申込 マイナポイントや保険証利用の申し込みについて、市役所でお手伝いします。
本庁　情報政策課（保健センター３階）および各総合支所住民課

・マイナンバーカードの交付申請・コンビニ交付について
・マイナンバーカードの保険証利用について
・マイナポイントについて

市民課市民窓口班　　　☎（24）5226
保健課国保医療係　　　☎（24）5224
情報政策課情報統計係　☎（24）5210



広報きたかた　2022. ４ 〇10☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

＜入会方法＞ 入会申込書、会員カードに必要事項を記入し、入会金…600円（1人分）　会費…700円（1カ月
分）を添えて事務局に申し込んでください。
会費700円のうち500円は（一財）福島県民共済会の掛金に、残り200円は当会の活動費に充当されます。
＜次回からのお支払い方法＞ 口座振替または銀行振込になります。
＜親睦事業の例＞ さまざまな親睦事業がお得な会員価格で、家族みんなで楽しめます。
・夏～秋に行っている花火大会または東京ディズニーリゾートなどの親睦旅行は会員の方
から好評です。
・秋の日帰り親睦旅行（令和元年度　那須りんどう湖、那須アウトレット）
・スイーツビュッフェ　　・新春交歓会（５年に１回）
・レジャー施設入場券（東京ディズニーリゾート、仙台うみの杜水族館、スパリゾートハワイアンズ、ラビスパ
裏磐梯など）を会員価格であっせん販売しています。（福島県勤労者互助会連絡協議会事業）

※2　会員または会員の妻が第３子以降の子を出産時に
県民共済会の出生祝金に上乗せして給付

※3　総会時に表彰
※4　市保健センターで行う各種検診に限る
※5　自己負担が2,000円以上の会員に限る※1　70歳以上および加入後1年以内の病気による死亡につ

いては半額

●気軽に問い合わせてください ●喜多方市勤労者互助会（市役所商工課内）
☎(24)5233　FAX(25)7073

URL　https://www.city.kitakata.fukushima.jp/soshiki/syoukou/20958.html
市ホームページ
勤労者互助会
QRコード

共済事由と共済金額
（一財）福島県民共済会給付

共済事由と区分 Ａ型・金額
死
亡・重
障

会
員

病気　※1 150,000　円
不慮の事故など 500,000　円

死
亡

配偶者 100,000　円
子 50,000　円
親 15,000　円

会員の不慮の事故などによる障害 45～2万円
傷
病

会員　休業30日以上 10,000　円
〃　　休業90日以上 30,000　円

住宅災害見舞金（火災など） 60～18万円以内
〃　　　　　　（自然災害） 20～2万円以内
会員の結婚 25,000　円
子の出生 15,000　円
子の小学校入学・中学校入学 10,000　円
成人祝（満20歳） 10,000　円
還暦祝（満60歳） 10,000　円
銀婚祝（結婚25年） 10,000　円
退会餞別金（加入5年） 10,000　円

喜多方市勤労者互助会独自給付
共済事由と区分 金　額

高校入学祝 10,000　円
実年祝（入会10年以上満50歳） 10,000　円
古希祝（入会10年以上満70歳） 10,000　円
出生特別祝金　※2 20,000　円
金婚祝金（結婚50年） 10,000　円
会員10年・25年・35年祝　※3 記念品
その他助成制度

内　　容 金　額
人間ドック補助 5,000　円
各種検診補助　※4 全額補助
インフルエンザ予防接種補助　※5 2,000　円
いいで荘宿泊助成 2,000　円
いいでのゆ宿泊助成 2,000　円

　喜多方市勤労者互助会は、互助会などの組織がない事業所で働く勤労者や自営業者の皆さんの生活
や労働福祉の向上を図るため設立され、月々わずかな掛け金で各種共済制度や親睦事業などの活動を
行っています。
　市内の事業所にお勤めの従業員および事業主、または市内に住所がある勤労者の方ならどなたでも
加入できます。
　(一財)福島県民共済会と協定し、結婚・出産・就学(小学校、中学校)・死亡・障害などさまざまな
慶弔時に共済金を給付します。また、独自給付として、高校入学祝・実年祝・古希祝などの御祝金も給
付しています。
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内
容
社
会
教
育
関
係
団
体
と

し
て
認
定
を
受
け
た
団
体
は
、

認
定
継
続
の
た
め
の
書
類
を
毎

年
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
提
出
の
時
期
や
提
出
方
法
を

よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、認
定
継
続
の
手
続
方
法
を

変
更
し
ま
し
た
の
で
、現
在
認

定
を
受
け
て
い
る
団
体
に
は
、

４
月
中
を
目
途
に
通
知
し
ま
す
。

　
認
定
継
続
を
希
望
す
る
場
合

は
６
月
30
日（
木
）ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
生
涯
学
習
課
、各
総

合
支
所
住
民
課
ま
た
は
各
公
民

館提
出
書
類
①
社
会
教
育
関
係

団
体
認
定
継
続
調
査
書
、②
直

近
の
総
会
資
料

※
変
更
点
…
①
教
育
委
員
会
が

定
め
る
調
査
書
が
必
要
で
す
。

②
総
会
資
料
は
提
出
日
の
直
近

の
も
の
。

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

社
会
教
育
関
係
団
体
の
認
定

継
続
手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た

　米国とのホストタウン交流事業の取り組みとして、姉妹都市ウィルソンビル市の皆さんとオン
ライン交流会を開催しました。この交流会には、小中学校７校の児童・生徒と岩月公民館の講
座受講生の皆さんが参加しました。参加した皆さんに感想を聞いてみました。

　参加した皆さんは、ウィルソンビル市の皆さんに日本の文化や学校生活、そして喜多方の魅力を知ってもらお
うと、英語でのスピーチや民謡などの練習を行ってきました。この成果が、姉妹都市の絆をさらに深め、未来への
夢に向かう大きな一歩となりました。
　今後も姉妹都市交流を発展させ、国際社会に必要な人材育成
や地域の活性化を推進していきます。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問  生涯学習課 スポーツ振興室 
☎（24）5327

これからもよろしく！
　オンライン交流会開催
にご尽力いただき、本当
にありがとうございまし
た。
　交流会に参加した皆さ
んとお友達になって、日
本の文化や学校生活のこ
となど、たくさんのこと
を教えてもらえて楽しか
ったです。
　これからも海を越えた友情を育み続けて行きましょ
う。 また会える日を楽しみにしています！

エリカ　ベーラーさん
（ウィルソンビル市役所）

　いつかウィルソン
ビル市に行って、教
えてもらった食べ物
を食べたり、観光し
たり楽しみたいです。

五十嵐絢音さん （熊倉小５年）

　初めて会ったとは
思えないくらい、お
互いたくさん笑って
交流できました。
　また会いたいです。

齋藤 　　礼さん （熊倉小５年）

　もっとたくさんの
皆さんと交流してつ
ながり、友達をたく
さんつくるという夢
ができました。

小林　永愛さん （熊倉小５年）

　もっと上手に英語
でお話しできるよう
に、英語の勉強を頑
張りたいと思いまし
た。

福地　結菜さん （堂島小６年）

　岩月公民館から交流会のお話があり、
喜んで参加しました。コロナ禍でも、こ
うして友情を深めることができて、とて
も感動しました。
　これからも積極的に姉妹都市交流に
参加していきます。

佐藤　定男さん （下台）
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◆
積
極
的
接
種
勧
奨
の
再
開

　
平
成
25
年
よ
り
一
時
的
に
控

え
て
い
た
積
極
的
接
種
勧
奨
が

再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性

に
つ
い
て
、特
段
の
懸
念
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、予

防
接
種
に
よ
る
有
効
性
が
副
反

応
の
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
上
回

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
対
象
の
方
へ
は
子
宮
頸
が
ん

予
防
接
種
予
診
票
を
通
知
し
ま

す
。

◆
対
象
者

　
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
相
当
年
齢
ま
で

◆
接
種
期
間

16
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年

度
の
末
日
ま
で（
高
校
１
年
生
の

３
月
31
日
ま
で
）

◆
接
種
に
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
と
ガ
ー
ダ

シ
ル
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。ワ

ク
チ
ン
に
よ
り
接
種
間
隔
が
異

な
り
ま
す
。事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
接
種
料
金

　
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
筋
肉
注
射
と
い
う
方
法
の
注

射
で
す
。多
く
の
方
に
、接
種
を

受
け
た
部
分
の
痛
み
や
腫
れ
、赤

み
な
ど
の
症
状
が
起
こ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
あ
と
、

ま
れ
で
す
が
、重
い
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状（
呼
吸
困
難
や
じ
ん
ま
し
ん

な
ど
）や
神
経
系
の
症
状（
手
足

の
力
が
入
り
に
く
い
、頭
痛
・
嘔

吐
・
意
識
の
低
下
）が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、広
い
範
囲
の
痛
み
、手

足
の
動
か
し
に
く
さ
、不
随
意
運

動（
動
か
そ
う
と
思
っ
て
い
な
い

の
に
体
の
一
部
が
勝
手
に
う
ご
い

て
し
ま
う
こ
と
）と
い
っ
た
多
様

な
症
状
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
に
な
る
症
状
が
出
た
場
合

は
、予
防
接
種
を
受
け
た
医
療
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

問

　
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に

よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に

対
し
て
、接
種
期
間
内
で
あ
れ

ば
、従
来
の
定
期
接
種
の
対
象
年

齢
を
超
え
て
の
接
種
を
可
能
と

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
の
方
へ
は
子
宮
頸
が
ん

予
防
接
種
予
診
票
を
通
知
し
ま

す
。

◆
対
象
者

　
平
成
９
年
度
か
ら
平
成
17
年

度
生
ま
れ

※

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
期

間
中
に
定
期
接
種
の
対
象
か
ら

新
た
に
外
れ
る
世
代
に
つ
い
て

も
、順
次
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

上
記
の
図
表
で
自
分
が
対
象

か
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
接
種
期
間

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に

よ
る
ワ
ク
チ
ン
不
足
に
よ
り
、令

和
３
年
度
は
優
先
対
象
者
を
設

定
し
て
の
接
種
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、優
先
対
象
者

の
設
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。体
調
の

良
い
と
き
に
予
防
接
種
を
す
す

め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、個
別
通
知
を
控
え
て
い

た
日
本
脳
炎
２
期
の
該
当
者
へ

は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

　
風
し
ん
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、抗
体
保
有
率
の
低
い
世
代
の

男
性
に
対
す
る
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、実
施
期
間
が
延
長
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
だ
検
査
を
行
っ
て
い
な
い

方
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、ク
ー
ポ

ン
券
を
再
発
行
し
ま
す
。

◆
対
象
者

風
し
ん
抗
体
検
査

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

風
し
ん
予
防
接
種

　
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
検
し

た
結
果
、抗
体
価
が
基
準
に
満
た

な
い
方

◆
実
施
期
間

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

◆
実
施
方
法

　
職
場
の
健
診
、市
の
集
団
お
よ

び
施
設
健
診
、各
医
療
機
関（
要

予
約
）で
、ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用

し
て
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※

対
象
の
方
へ
す
で
に
配
布
さ

れ
て
い
る
ク
ー
ポ
ン
券
は
、２
０

２
２
年
２
月
の
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、実
施
期
間
の

延
長
に
よ
り
２
０
２
３
年
２
月

ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

◆
費
用

　
ク
ー
ポ
ン
券
使
用
で
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
と
も
に
無
料

※

ク
ー
ポ
ン
券
再
発
行
は
問
い

合
わ
せ
て
下
さ
い
。

◆
そ
の
他

　
抗
体
検
査
の
結
果
、風
し
ん
予

防
接
種
該
当
で
未
接
種
の
方
は
、

早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

  

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
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）５
２
２
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子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

予
防
予
防

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て

―
 

子
宮
頸
が
ん
と
は―

け
い

　
子
宮
頸
が
ん
は
、Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）の
感
染

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、女
性
の
多
く
が

一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　
感
染
し
て
も
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
自
然
に
消
え
ま
す
が
、一
部
の
人

で
が
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
、

が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
の
手
段
と
な
り
ま
す
。

―
 

子
宮
頸
が
ん
で
苦
し
ま
な
い
た
め
に
で
き
る
こ
と―

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

　
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
で
、将
来
の
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
で
き
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
を
受
け
て
い
て
も
、子
宮
頸
が
ん
検
診
は

必
要
で
す
。20
歳
に
な
っ
た
ら
、２
年
に
１
度
、子
宮
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に

つ
い
て

風
し
ん
追
加
的
対
策
の

延
長
に
つ
い
て

出典：厚生労働省　厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会・予防接種基本方針部会

子宮頸がん予防接種の対象者
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◆
積
極
的
接
種
勧
奨
の
再
開

　
平
成
25
年
よ
り
一
時
的
に
控

え
て
い
た
積
極
的
接
種
勧
奨
が

再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性

に
つ
い
て
、特
段
の
懸
念
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、予

防
接
種
に
よ
る
有
効
性
が
副
反

応
の
リ
ス
ク
を
明
ら
か
に
上
回

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
対
象
の
方
へ
は
子
宮
頸
が
ん

予
防
接
種
予
診
票
を
通
知
し
ま

す
。

◆
対
象
者

　
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
相
当
年
齢
ま
で

◆
接
種
期
間

16
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年

度
の
末
日
ま
で（
高
校
１
年
生
の

３
月
31
日
ま
で
）

◆
接
種
に
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
と
ガ
ー
ダ

シ
ル
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。ワ

ク
チ
ン
に
よ
り
接
種
間
隔
が
異

な
り
ま
す
。事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
接
種
料
金

　
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
筋
肉
注
射
と
い
う
方
法
の
注

射
で
す
。多
く
の
方
に
、接
種
を

受
け
た
部
分
の
痛
み
や
腫
れ
、赤

み
な
ど
の
症
状
が
起
こ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
あ
と
、

ま
れ
で
す
が
、重
い
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状（
呼
吸
困
難
や
じ
ん
ま
し
ん

な
ど
）や
神
経
系
の
症
状（
手
足

の
力
が
入
り
に
く
い
、頭
痛
・
嘔

吐
・
意
識
の
低
下
）が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、広
い
範
囲
の
痛
み
、手

足
の
動
か
し
に
く
さ
、不
随
意
運

動（
動
か
そ
う
と
思
っ
て
い
な
い

の
に
体
の
一
部
が
勝
手
に
う
ご
い

て
し
ま
う
こ
と
）と
い
っ
た
多
様

な
症
状
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
気
に
な
る
症
状
が
出
た
場
合

は
、予
防
接
種
を
受
け
た
医
療
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

問

　
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
に

よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に

対
し
て
、接
種
期
間
内
で
あ
れ

ば
、従
来
の
定
期
接
種
の
対
象
年

齢
を
超
え
て
の
接
種
を
可
能
と

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
の
方
へ
は
子
宮
頸
が
ん

予
防
接
種
予
診
票
を
通
知
し
ま

す
。

◆
対
象
者

　
平
成
９
年
度
か
ら
平
成
17
年

度
生
ま
れ

※

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
期

間
中
に
定
期
接
種
の
対
象
か
ら

新
た
に
外
れ
る
世
代
に
つ
い
て

も
、順
次
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
上
記
の
図
表
で
自
分
が
対
象

か
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
接
種
期
間

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

量
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に

よ
る
ワ
ク
チ
ン
不
足
に
よ
り
、令

和
３
年
度
は
優
先
対
象
者
を
設

定
し
て
の
接
種
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
は
、優
先
対
象
者

の
設
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。体
調
の

良
い
と
き
に
予
防
接
種
を
す
す

め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、個
別
通
知
を
控
え
て
い

た
日
本
脳
炎
２
期
の
該
当
者
へ

は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

　
風
し
ん
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、抗
体
保
有
率
の
低
い
世
代
の

男
性
に
対
す
る
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、実
施
期
間
が
延
長
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
だ
検
査
を
行
っ
て
い
な
い

方
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、ク
ー
ポ

ン
券
を
再
発
行
し
ま
す
。

◆
対
象
者

風
し
ん
抗
体
検
査

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

風
し
ん
予
防
接
種

　
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
検
し

た
結
果
、抗
体
価
が
基
準
に
満
た

な
い
方

◆
実
施
期
間

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

◆
実
施
方
法

　
職
場
の
健
診
、市
の
集
団
お
よ

び
施
設
健
診
、各
医
療
機
関（
要

予
約
）で
、ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用

し
て
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※

対
象
の
方
へ
す
で
に
配
布
さ

れ
て
い
る
ク
ー
ポ
ン
券
は
、２
０

２
２
年
２
月
の
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、実
施
期
間
の

延
長
に
よ
り
２
０
２
３
年
２
月

ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

◆
費
用

　
ク
ー
ポ
ン
券
使
用
で
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
と
も
に
無
料

※

ク
ー
ポ
ン
券
再
発
行
は
問
い

合
わ
せ
て
下
さ
い
。

◆
そ
の
他

　
抗
体
検
査
の
結
果
、風
し
ん
予

防
接
種
該
当
で
未
接
種
の
方
は
、

早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
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健
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健
康
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進
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子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

予
防
予
防

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て

―
 

子
宮
頸
が
ん
と
は―

け
い

　
子
宮
頸
が
ん
は
、Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）の
感
染

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、女
性
の
多
く
が

一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　
感
染
し
て
も
、ほ
と
ん
ど
の
人
は
自
然
に
消
え
ま
す
が
、一
部
の
人

で
が
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
、

が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
の
手
段
と
な
り
ま
す
。

―
 

子
宮
頸
が
ん
で
苦
し
ま
な
い
た
め
に
で
き
る
こ
と―

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

　
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
で
、将
来
の
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
で
き
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
を
受
け
て
い
て
も
、子
宮
頸
が
ん
検
診
は

必
要
で
す
。20
歳
に
な
っ
た
ら
、２
年
に
１
度
、子
宮
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に

つ
い
て

風
し
ん
追
加
的
対
策
の

延
長
に
つ
い
て

出典：厚生労働省　厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会・予防接種基本方針部会

子宮頸がん予防接種の対象者


